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一
月
二
十

一
日
、
元
ブ

ン
ド
議
長
の
佐
野
茂
樹
さ
ん
が
亡
く
な
っ

た
。　
一
九
六
七
年
、
二
つ
の
羽
田
闘
争
の
後
、
「国
際
主
義
と
組
織

さ
れ
た
暴
力
」
と
総
括
し
、
高
揚
し
た
気
分
で
い
た
十

一
月
か
十
二

月
、
佐
野
さ
ん
が
京
大
に
来
た
。
東
京
に
行
き
、
ブ
ン
ド
の
指
導
権

を
奪
取
し
、
中
央
で
活
動
し
よ
う
と
オ
ル
グ
さ
れ
た
ｃ　
一
も
二
も
な

く

「よ
し
！
」。
六
八
年

一
月
、
エ
ン
プ
ラ

ｏ
佐
世
保
現
地
闘
争
の

後
に
上
京
し
た
ｃ

思
い
出
　
関
西
ブ
ン
ド
の
大
挙
上
京

六
八
年
二
月
の
ブ
ン
ド
第
七
回
大
会
で
、
佐
野
さ
ん
は
議
長
に
就

任
し
た
。
私
は
少
し
後
に
学
対
部
長
に
就
任
し
た
。
し
か
し
、
ブ
ン

ド
の
指
導
を
担
う
こ
と
が
で
き
ず
、
十
二
月
の
第
八
回
大
会
で
、
佐

野
さ
ん
も
私
も
辞
任
し
た
。
そ
れ
で
も
、
佐
野
さ
ん
は
軍
事
委
員
長
、

私
は
共
闘
関
係
担
当
と
し
て
、　
一
緒
に
六
八
年
四

。
二
八

一中
央
権

力
闘
争
」
を
準
備
し
た
。
重
信
の
回
顧
の
通
り
、
明
大
二
部
に
協
力

を
求
め
た

（赤
軍
派
参
加
の
契
機
）ｃ
佐
野
さ
ん
と

一
緒
の
活
動
は

こ
こ
ま
で
、
こ
の
後
、
私
は
赤
軍
派
に
走

っ
た
ｃ

「六
〇
年
安
保
闘
争
を
超
え
る
大
闘
争
！
」。
関
西
ブ

ン
ド
は
大
挙

上
京
し
た
。
今
、
思
い
返
す
と
優
に
数
十
人
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

大
き
い
。
蓄
積
を
全
て
注
ぎ
込
ん
だ
。
第

一
波
は

一
九
六
六
年
ブ
ン

ド
再
建

＝
第
六
回
大
会
。
第
二
波
は
第
七
回
大
会
。
東
京
の
中
部

と
東
部
、
神
奈
川
と
千
葉
で
地
区
党
を
建
設
し
た
が
、
大
部
分
は
後

に
赤
軍
派
に
参
加
し
た
。
第
二
波
は
赤
軍
派
分
派
の
後
の

一
九
七
〇

年
の

「
一
二

。
一
八
ブ
ン
ド
」。
し
か
し
、
失
敗
し
挫
折
し
た
。

佐
野
さ
ん
を
偲
ぶ
と
、
連
合
赤
軍
事
件
を
起
こ
し
た
赤
軍
派
の
指

導
部
で
あ

っ
た
身
と
し
て
は
、
想
い
は
第
七
回
大
会
と

「過
渡
期
世

界
論
」
の
総
括
に
行
き
着
く
。
佐
野
さ
ん
と
議
論
す
る
機
会
は
つ
い

に
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
考
え
を
表
明
し
て
追
悼
と
し
た
い
Ｇ

謝
罪
　
ブ
ン
ド
第
７
回
大
会

マ
ル
戦
派
に
対
す
る
「内
ゲ
バ
」
「リ
ン
チ
」
は
大
き
な
誤
り
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
の
大
衆
闘
争
の
高
揚
の
中
、
逆
に
こ
の
大
き
な
誤
り
を

肯
定
し
て
し
ま
っ
た
。
関
西
ブ
ン
ド
上
京
グ
ル
ー
プ
は
自
己
批
判
し

謝
罪
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の

一
人
と
し
て
私
は
謝
罪
し
た
い
ｃ

醐
Ｆ
けト
ー

打
倒
を
展
望
し
た
。
全
共
闘
運
動
に
依
拠
し
、
沖
縄
闘
争
や
三
里
塚

闘
争
を
闘

っ
た
が
、
し
か
し
、
民
族
問
題
や
農
業
問
題
は
も
ち
ろ
ん
、

大
学
問
題
に
つ
い
て
も
、
闘
争
の
根
本
に
あ
る
日
本
帝
国
主
義
の
内

在
的
矛
盾
の
把
握
は
な
か
っ
た
。
そ
の
問
題
に
対
す
る
民
主
主
義
的

要
求
と
社
会
主
義
的
解
決
の
指
導
は
な
か
っ
た
。
反
戦
闘
争

へ
動
員

す
る
し
か
方
針
が
な
か
っ
た
。

二
〇
世
紀
は
、
実
は
、
ま
だ
、
「ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
と
資
本
主
義

化
の
時
代
」
で
あ

っ
た
。
中
心
は
ア
ジ
ア
。
中
国

・
ベ
ト
ナ
ム
の
官

僚
資
本
主
義
化
。
韓
国

。
台
湾
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
開
発
独
裁
と
権
威

主
義
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
は
、
上
部
構
造
は
ア
メ
リ
カ
、
そ
し
て
中

国
の
帝
国
主
義
と
覇
権
主
義
だ
が
、
土
台
は

「世
界
の
資
本
主
義
化

」
＝

「資
本
主
義
の
世
界
化
」
で
あ
る
。
中
心
は
金
融
化
し
産
業
的

に
空
洞
化
し
、
工
業
は
周
辺
に
拡
散
す
る
。
格
差
が
拡
大
し
て
社
会

が
破
壊
さ
れ
、
自
然
も
破
壊
さ
れ
る
。

帝
国
主
義
の

「腐
朽
性
」
と

「寄
生
性
」
の
極
で
あ
る
。
こ
の
基

礎
の
上
に
、
二

一
世
紀
に
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
社
会
主
義
革

命
は
、
工
業
と
農
業
の
関
係
を
再
編
し
、
社
会
を
再
建
し
、
自
然
と

共
生
す
る
新
し
い
内
容
に
な
る
だ
ろ
う
。
社
会
主
義
の

「
ル
ネ
サ
ン

ス
」。

マ
ル
ク
ス

・
レ
ー
ニ
ン
主
義
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
の
社
会

主
義
革
命

へ
の
転
化
と
い
う
、
歴
史
的
に
特
殊
な
実
践
を
基
礎
と
し

た
め
、
生
産
力
主
義
が
濃
厚
に
あ
る
。
そ
れ
は
総
括
さ
れ
清
算
さ
れ

る
だ
ろ
う
ｃ

（二
〇
三
〇
年
六
月
六
日
）
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他
人
の

「痛
み
」
は
分
か
ら
な
い
。
「痛
み
」
は
自
分
が
受
け
て

初
め
て
分
か
る
。
後
悔
し
て
も
遅
い
が
、
連
合
赤
軍
事
件
の
要
因
は
、

七

・
六
事
件
に
、
そ
の
ま
た
要
因
は
こ
の
第
七
回
大
会
に
あ
っ
た
ｃ

連
合
赤
軍
事
件
や

「対
革

マ
ル
戦
争
」
は
、
日
本
の
人
民
闘
争
と

革
命
運
動
に
壊
滅
的
な
損
害
と
な
っ
た
。
国
際
共
産
主
義
運
動
に
は
、

ス
タ
ー
リ
ン
以
来
、
一粛
清
」
が
常
に
存
在
し
た
。
こ
の
悪
い
体
質

は
必
ず
清
算
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
「内
ゲ
バ
」
「リ
ン
チ
」
に

は
生
身
の
人
間
関
係
が
あ
る
。
清
算
の
た
め
に
は
、
被
害
者
に
対
す

る
加
害
者
の
具
体
的
な
謝
罪
が
絶
対
に
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

総
括
　
「過
渡
期
世
界
論
」

ベ
ト
ナ
ム
反
戦
闘
争
を
強
力
に
指
導
し
た
。
し
か
し
、
観
念
論
と

主
観
主
義
が
濃
厚
に
あ
っ
た
ｃ

革
命
の
根
拠
を
、
ほ
ぼ
全
て
、
歴
史
認
識

＝

「帝
国
主
義
か
ら
社

会
主
義

へ
の
過
渡
期
」
に
求
め
た
ｃ
政
治
的
上
部
構
造
を
経
済
的
土

台
か
ら
切
り
離
し
、
資
本
主
義
の
帝
国
主
義
段
階
の
継
続
を
分
析
し

な
か
っ
た
ｃ
日
本
革
命
を
、
日
本
帝
国
主
義
の
内
在
的
矛
盾
か
ら
で

は
な
く
、
ほ
ぼ
全
て
、
国
際
主
義

＝

「三
ブ

ロ
ッ
ク
階
級
闘
争
の
結

合
」
か
ら
展
望
し
た
。
極
限
が
赤
軍
派
の

「世
界
武
装
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
」
「国
際
根
拠
地
建
設
」
に
基
づ
く
武
装
蜂
起

。
革
命
戦
争

方
針
で
あ
っ
た
。

帝
国
主
義
を
対
外
的
な
植
民
地
主
義
と
侵
略
に

一
面
化
し
、
ベ
ト

ナ
ム
民
族
解
放
闘
争
と
連
帯
す
る
反
戦
闘
争
の
延
長
上
に
帝
国
主
義

佐
野
茂
樹
さ
ん
を
偲
ぶ

そ
し
て
考
え
た
こ
と

高
原
浩
之

（瓦ブ
ンド
・元
赤
軍
派
）
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